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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　「老人と海」の老漁夫と大魚との戦いを作家と作品のテーマとの戦いを考えて見ることはできる
だろう．そうすると，作家が野心に満ちて大きなテーマを捕え，勇ましく真剣な苦闘の末に作品を
作り上げる．しかし，その結果は，失敗でないにしても，期待した成功ではなかったということに
なる. Hemingwayと　Faulknerは手におえないほど大きなテーマと取り組んで，その努力は真
剣な苦闘であるが，二人ともそのテーマを征服し得たと思っていない. Hemingway　については
　「老人と海」でわかるし, Faulknerについては，彼が作家の順位を失敗の程度によってつけたこ
とでわかる．・（大きな価値のあるテーマと取り組むほど失敗の程度が大きいという意味でいったの
であろう.）ごの順位でHemingwayの位置が低いが，それはFaulknerが. Hemingwayは幸
運な作家で老漁夫のような不幸な目にあわなかったと判断しだためだろう．つまりテーマ選定を自
分の能力の範囲に限って成功した幸迎な作家と思ったのである．しかしHemingwayも「誰が為
に鐘は鳴る」のような野心作では, FaulknerのＡ Ｆａｂｌｅと同じように，幸運な成功は得られな
かった．作家は自分のphilosophy,すなわちideasを具体的な作中人物の行動によって示そうと
するのであるが，その示すべきideasが高度であればあるほど失敗度が大きく.なる．文学におけ,る
ideasに真剣なこの二人の作家の描こうとするrealityは与えられたものよりも自分で発見するも
のに重点があるか，この二人に比べてもっと感覚的で，与えられた現実を観察する作家Fitzgerald
でも,.テーマが野心的であれば， "Ｔｅｎｄｅｒiｓ tｈｅＮｔｇｈｔのように失敗する／
　どころで，どの作家にも幸運に成功する時機かおる．作家の傾向と作品のテーマがうまく一致し
て，その作家の技法が十分に発揮され，良く出来上り，作家の努力がむくいられ，かつ特色を示す
作品ができる時がある.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ
　HemingwayではＡ Ｆａｒｅｘoelltｏ Ａｒｍｓ　(1929), FaulknerではＴｈｅ Ｓｏｕｎｄ。ｉｄ　the　Ｆｕり
(1929), FitzgeraldではＴｈｅ Ｇｒｅａ£Ｇａtｓhｙ(1925)である. T. S. EliotがJames以後にア
メリカ小説を一歩進めた作品といい, ChaseがPerhapsＴｌｉｅ　Ｇｒｅａｔ　Ｇａｔｓb:ｙiｓ the only novel
of the time which can be defended as superior to Faulker's best work. (Light 171　Ａｕｇｕｓt
論）といったFitzgeraldのＴｌｉｅ Ｇｒｅａt　Ｇａtｓhｙを考えて見たい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　この小説では作家の傾向と，その時代の傾向の接点においてうまくテーマが捕えられているか，
Fitzgeraldは感受性が豊かで，知的で，自分の体験をdouble vision （悲劇ではsingle vision,
喜劇ではdouble visionが必要とされる）叱よって劇化する才能を持うており，小説が絶えずそ
の分析の材料を探してきた社会，その風習を観察し，そこにテーマを求め, ShelleyやKeatsに
影響を受けて詩的な，含みのある美文で描き出す傾向をもっている．彼の捕えた時代の傾向という
のは第一大戦後1920年代,･好況時代のアメ’｀リカの夢，アメリカ人の成功に対する楽天的な自信，で
あった．この全般的なアメリカの夢を具体的に表現するために選ばれ人物かGatsbyである．彼は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂Ｊ　　　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　ａふ 　　 　 ー中西部の貧しい家に生れたか，機敏で勤勉な少年であったので貧しい家叱とどまらずレミシガン湖
で貝掘りなどして放浪しているうち，停泊中のヨットに危険を知らせたため鉱山王Ｃｏｄｙの知遇を
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得て，助手としてヨットに乗りこむ. Codyの急死で遺産が入るはずだったが, Codyの女に取ら
れてしまう．第一大戦に従軍して少佐に昇進し，終戦と共にG. I. BillによってOxford大学で
学ぶ．帰国し，中尉時代の恋人Daisyを，軍隊最後の俸給で, Louisvilleへ訪ねるが，彼女は
金持のＴｏｍと結婚してしまっている．勲章をつけた軍服を着たきりで無一文の彼は，闇酒商人
Wolfsheimを訪ね仲間入する．風彩と機敏さをもって成功し巨万の富を作り, Long Islandに宮
殿のような邸宅をかまえ，それもDaisyの家の緑の灯が入江を距てて見えるところに選んであり，
毎夜誰彼なく歓迎する豪華なパーティを開いて，あるいは彼女がそれらの客にまじってやって来る
かも知れないと思って待っている．この宮殿のような邸宅は少年時代の成功への夢の実現であると
ともに，作者の心にある富の使い方，すなわち「富そのものではなく，富によって作り出される輝
かしさ」を得るためのもの，そして二度と帰らぬ青春と美とtendernessの象徴であるDaisyの
ためのものである. (GatsbyはDaisyに対して, FrederickかCatherineに感じたような性
的情熱を感じないし, Quentinのように性のobsessionもない.）夏の夕，この裂華な邸の広々と
した芝生に唯一人立ってGastbyが星空の下の小暗い入江の向うに見る緑色の光，これは彼よりも
読者よりもFitzgeraldが深く知っている彼の夢の象徴である. Daisyとも同一物であるこの緑の
光をGatsbyが取ることができるかどうか．作者Fitzgeraldはこの夢は実現できない，つまり
　「人生か支配力を持っている不可解な否定と禁止」に会って彼の夢は実現できないことを知ってい
る. (Bovary夫人はロマンチックだが，小説そのものはロマンチックでないように, Gatsbyは口
マンチックであるが，小説自体はロマンス的であるが，ロマンチックではない.）しかしGatsby
はこの緑の灯を現実と見て，過去か繰返せる，昔を今にすることがでぎると思っているのである．
ところでこの緑の灯は，現実に見えるけれども過去の象徴なのである．全くの過去ではないにして
も，すぐ近くにあるように見えるか実は遠くて達し得ないものの象徴である．
　作者は，書き出しでは語り手Nick (Yale大学出の若い株屋）の観点から，「Gatsbyはおよそ
軽蔑すべき人物」といっているが，夜空に緑の灯を見つめるGatsbyを描くあたりから作者の傾向
がGatsbyの中に移入されて，豊かな感性と思慮のある人物として描かれ, Daisyの愛情をよみ
返らせ, Nickに好かれる入物になってくる．（ここで作者の主人公に対するcontrolが少しゆる
んでいると思われる.）だが金持Ｔｏｍには好かれない．Ｔｏｍは一般人とは異った金持という特
別の階級に属する．しかしＴｏｍもDaisyもGatsbyもNickもJordanもその他の人物も20
年代に生きた人々であり，この小説の中でのこれら人物の動きを見ると，映画を見るように場面的
でスケッチ的であるが, Jamesが実行しLubbockが論述したpoint of view （観点）という小説
の秘訣が守られている．
　この小説では次のＴｅｎｄｅｒ iｓ tｈｅＮｉｇｈtに見られるようなKeatsのＯｄｅ　tｏ ａ Ｎｉｇｈtinｓａｌｅ
の世界への共感（この詩で詩人は，現実の世界をのがれるために酒を求め，現実の世界から分解し
て消えて行くことを考える．自己の分解を望ましいと思う．熱狂的な忙しい現実の世界では青春は
死に，美は消える．初めは現実世界の醜くさをのがれるために消えたいと願った詩人に死そのもの
が魅力となり，夜鶯の鎮魂歌の中で死が現実と思われてくる.）は現われていないが，美しいDaisy
は騎士Gatsbyにとってla belle dame sans merci （つれなきたおやめ）である．作中人物は20
年代に生きた人々のパノラマ図といったか, GatsbyのDaisyに対する愛は昔ながらの男の女に
対する愛の性質を表わしており，それがこの時代の傾向の影響を受けてどんな形をとるかの研究で
もある．自己分析をもとにして小説を轡いているうちに社会批評，人生批評になっている.
　ＴｅｎｄｅｒのDick (若くて優秀な精神科医から無名の人物になる．作者も文名の頂点から次第に
忘れられつつあった.）が下降線をたどるのに対し, Gatsbyは上昇線をたどっている. Fitzgerald
も作家として上昇線にあったので. 　Ｔｅｎｄｅｒにおけるように主題を自己の悲劇の中に見出すことな
く・Ｇａｓtbｙでは外の社会の現実の中に主題を見出し，幸れを分析し小説に構成する気力が十分に
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発揮されている.
　Gatsbyは上昇線をたどり物質的成功はしたが，最後は悲劇である．（作品全体は悲劇に近いまじ
めな喜劇である.）豪華な宮殿のような家にDaisyを迎え，彼女は彼の成功を喜び，昔の愛がよみ
がえり，不貞の良人ｒｏｍと別れて彼のもとに帰ろうと思う時, Gatsbyの理想は実現するかと思
われるが，彼の黄色の自動車の事件（ニューヨークヘ行く時はＴｏｍがNickとJordanを乗せて
行き，途中で妾Myrtleのガレーヂで給油したが，帰りはGatsbyとDaisyが乗り, Daisyが
運転していたが，中にＴｏｍがいると思って追っかけてきたMyrtleを蝶く. DaisyはＴｏｍと
Gatsbyのことで心が乱れていたし, Myrtleは良人Wilsonに疑われ室内に閉ぢこめられて心が
乱れていた. Wilsonはピストルを持って黄色の車の主を探したあげく，大理石のプールで浮きベ
ッドにのっかっているGastbyを殺す.）で死んでしまう．しかし悲劇は彼の死ではない．死はTom
の好戦的な態度から起った偶然の出来事である．悲劇は，彼が最初に抱いた考え方にあったのであ
る．勤励努力によって成功を志したのはよいが，一途に一人の女に深い愛を捧げ，Ｔｏｍが金て彼
女を取って行ったから，自分も金で彼女を買いもどそうとする，そして自分に対する彼女の愛を信
じて疑わず，それか再び繰返し得ない過去の一つの瞬間であるということを信じないのである.
　（ここに作者の，リアルなものは早晩知るものだがロマンチックなものは富や冒険をもってしても
再び知り得ない，という考えと，時の経過や美と青春の去り行くを痛切に感じる傾向が見られる.）
　このGatsbyの悲劇の理由を説明するのに，有者の抱いていた二つのideaがある．一つは
Often he reached out　for the best　without　knowing why he wanted it一and sometimes
he　ran　up　against　the　mysterious　denials and　prohibitions　in　which　life　indulges.
（ＷｉｎtｅｒＬ）z一忽nis)に見られるように, Dreiserのような，しかしDreiserほどはっきりした定
命論の形は取らないFitzgeraldの運命論で，それが彼のtragic visionを作り出している．（同じ
年に出たルzル7zＥパcan Tragedyは，アメリカの夢アメリカの成功の物語である．経済的発展が
めざましく，誰もが成功を夢み成功も容易な時代であったが，主人公ClydeはGatsbyほどの成功
も得られず，金持の犠牲,または金持との関係の犠牲になって，敗北し死んでしまう．アメリカ文化
の経済的社会的成層がClydeの進路をはばみ，アメリカの伝統である個人に与えられた成功の権
利という公式は役立たない. Dreiserは金と性の二つの角度から人生を見ているので，生物学的に
人間を扱い性の衝動における人間の失敗を描いている．金は階級を表わし,金の欠除は敗北であり，
教育と美の欠除を意味する．金は美の実体である女を買う力を持っている. CarrieとJennieの立
場がそれを示している. GatsbyはCarrieやJennieの階級に属しながら，逆に金持階級のDaisy
を買おうとした．ここにironyの要素がある. Dreiserの描く人物は階級や職業の代弁者である
が, CarrieやJennieに見られるように，環境に応じての人間としての発展がある. ) Gastbyも
この世の最上のもの，美しく豪華な環境の中で美しいDaisyを得ること，を求めて，不可解な人
生の否定と禁止に出会った．もう一つは, The very rich are different from you and me. （Ｔ尨
Ｒｋ瓦 Ｂｏｙ）という考え方である. HemingwayにぱYes, they have more money. "と軽く
あしらわれたが，この考えがこの小説に入っていて, GastbyがDaisyを得ることの出来なかっ
た一つの重要な理由になっている．金持の娘に対する求婚者の気持についてはFitzgerald　自身，
Zeldaと結婚できるようになるまでに身をもって経験したものでもあった. Gastbyの恋の不成功
を決定づけたと思われるものは, NickとJordanを立会人として行われたGatsbyとDaisyと
Ｔｏｍの三者会談で，ＴｏｍがGatsbyの正体をあばいたことであろう／ここで，不貞の良人Tom
と別れてGatsbyと結ばれようと思っていたDaisyの心がゆらくぺ金持の女は，いかに純粋の愛
情を捧げる男であっても，成上り者とは結婚できなかった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ
　ピンクの服を着，黄色な自動車を持ち，オクスフオードなまりを使うが，プラトニックでストイ
ックなGaisbyにとって，白いドレスかよく似合い，白=い自動車を持ち，金色の声と緑色の光で象
徴されるDaisyはどんな役割を果してきたか．
　娘時代のDaisyCゴルフ選手の友人Jorda?こよって語られる）は, 1917年10月，18才でLouisville
の娘たちのうちで一番人気かおり，白い服を着，白い自動車をもち，彼女とのdateを求める電話
が一日中鳴りつづいた．ある朝，彼女の白い車は彼女の大きな家の前に停っていて，彼女はその中
で若い中尉と並んでいた．この中尉がGatsbyだった．その年の冬Daisyは出征するGastbyを
New Ｙｏｒkまで見送るつもりで支度しているところを母に見つけられて止められる．そして家族
と何週間も口をきかなかった．次の年の秋，彼女は再び社交界に出るようになり，やがてシカゴの
金持Ｔｏｍ（Ｔｏｍ　は客車四輛を借切り，百人の人を連れてきて，ホテルの一階を借切り. Dai･sy
には36万ドルの真珠の首飾を与えた.）と結婚した．彼女が結婚した理由は次のように平凡である.
And all the time something within her was crying for ａ decision. She wanted her life
shaped now, immediately ―and the decision must be made by　some　force一〇f love, ０ｆ
money, of unquestionable practicality―that was close at hand. そしてこの力がＴｏｍ（体
格も堂々として地位も金もある）の出現によって具体化した．結婚式の日，花模様のドレスを着て
六月の夜のように美しいDaisyは猿のように酔っぱらってベッドの中にいた．片手に白葡萄酒の
瓶を，もう一つの手にGatsby (オクスフオードにいる）からの手紙を持って．そして紙屑かごか
ら真珠の首飾を引っぱり出し，「これを返して，ディジイは気が変ったといってちょうだい」と泣
き出す．冷水バスヘ押しこまれたあと落着いて結婚した. Gatsbyは少佐の最後の俸給でLouisville
へ行ったが，彼女はいないので，君住むゆえに美しかった思い出の断片を求めて街を歩いた．しか
し彼のうるんだ目には，それらがすべて速かに去って行き，最も新鮮な最も良いものを失ったとい
う感じが深く表われていた. DaisyがGatsbyに再会するのは, Nickの家であり，またGatsby
が彼女を迎えるために選んだ宮殿のような家においてであったレDaisyはＴｏｍと別れてGatsby
と一緒になろうと思うところまで行くか，ＴｏｍがGatsbyの正体をあばくと心揺ぎ，自動車事故
で二人の関係は終る．自分の身代になってGatsbyが死んでも，花束一つ送ってこない．自分が運
転中の事故であることを良人にさえ言ってないので, TomはGatsbyを卑怯な男と思っている．
唯一人の女として真剣に捧げたGatsbyの深い愛に対して, Daisyは何一つ与えなかった．彼女
は,愛情もぜいたくな生活も当然の権利と考えているヽ女であって, Gatsbyは彼女のために才能，愛
情,慾望，知性を浪費したのである.
　Daisyについては，娘時代の友Jordan,またいとこのNick, Gatsbyの三人の観点から描かれ
るが, Nickが一番批判的である. Nickは芝生ごしにGatsbyに向っでThey're a rotten crowd.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　●You're worth the whole damn bunch put togetherバ「（「あいつら下らん奴ですよ．あなたは奴
らを束にしただけの値打があります.」）と叫び, I've always been glad ｌ said that. It was the
only compliment I ever gave him･ because l disapproved of him from beginning to end.
と反省している. (Daisyを批判する目はNickにあり, Gatsbyは批判などしない, Ｍａｄａｍｅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･a　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ＢＯｕ・'.■ｙのRudolpheのような態度は想像外であり，「射程」における高男の多津子に対する態度
である.）終りの方でもNickはこういっている, They were careless people, Tom ａ‘ndDaisy
-they smashed up things and creatures and retreated back into their money or their vast
care】essness･or whatever it was that kept 山ｅｍtogether, and let other people clean up
the mess they had made. 即ちＴｏｍはガレージの主人Wilsonの妻Myrtleを妾にし，二つ
の家庭に不和が起り始めた時，強引にGatsbyの黄色の車を運転して生じた自動車事故で，うるさ
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い妾も，妻を奪いにきたGatsbyも，うまく処理,した形だし, Daisyも，良人を取ろうとした女を
蝶き殺し，同時にうるさくなってきたGatsbyも処理できた形である．しかも彼女は過失致死の責
任をGatsbyに負わせて平気であり，自分が責任者であることを良人にもいわないから，Ｔｏｍは
WilsonにMyrtleを蝶いたのはGatsbyだと密告している. Gatsbyの死後二人は旅に出てかか
りあいを避けている．結果的には，このけしからぬ二人にのみ，神の気まぐれのように，運命が幸
している．しかし成上り者に比べて，地位と金のある階級の人々が安定と優位を持つというのが作
者の見たアメリカの現実であったのである．作者はＴｈｅ ＲｉｃｈＢｏタで「普通の人が真面目なとき
に，金持は皮肉な態度をとる」といっているが, Gatsbyの態度は真面目そのものであったが，求
めたものは得られなかった．ここで, Don Quixote 以来欧州小説の伝統にある実現できないもの
を実現できると思ったGatsbyの夢がironicalなテーマとなる.
　Gatsbyにとって, Daisyは緑色の光で象徴される美しいもの，近くにあるように見えて手に入
りがたいもの（星を求める蛾の願い）で，彼の生命を支える力であるが，語り手Nickの観点から
は, Daisyは不可解な人生の現実, Gatsbyの達し得ない世界，別の世界，彼を拒否し禁止するも
の，を代表している. Daisyは地位と金のある階級に属していて，安全地帯へ逃げて行けるが，
Gatsbyはいわばoutsider (除け者）で孤立している．（彼のような個人には，外に社会とか人類
しかないが，上流階級には共通の伝統を代々受ついできた階級かおり，個人と社会の間を取りもっ
てくれる.）酒の密売の一団に属していても，彼らは誰も彼の葬式に顔を出さないし，彼の豪華パ
ーティの客も参列しない．一団の親分Wolfsheimは，一人で葬式の世話をしているNickにこ
ういうのだ.“Let us learn to show our friendship for ａ man when he is alive and not
after he is dead. After that, my own rｕ】eis t０let everything alone.”
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　この小説は20年代のアメリカの世相を無駄のない引きしまった構成で書きあげた風俗小説であ
る．比較的短い小説なので，場面的スケッチ的ではあるが，象徴や含みの多い語を使った文章で書
かれているので，読者に伝わる世界は広い．着想にあたって，作者の頭には，発見したアメリカの
現実のほかに,過去の文学の連想があって,そ･れがうまくはめこまれている．古典的人物Trimalchio
　（豪華な宴会を開いたという無趣味な成上り者），プラトン的な考え，聖杯探索の騎士, Shelleyの
　「星を求める蛾の願い」, Keats‘の「騒々しい現実世界では美は消える」．Ｔ｡S. Eliotの７屁
Ｗａｓ£ｅＬａｎｄ, など．そしてこの作品はアメリカ小説の伝統にあり, Hawthorne, James, Dreiser
の系列にあるが，ロマンス的で悲喜劇的風俗小説である点てJamesに一番近い. Jamesが「小説
家は歴史家でなければならない」といった条件を満足さすほど美事に社会を描き出している. T.S.
Eliotがこの小説について･，「James以後のアメリカ小説を一歩進めたもの」といったことについ
てCh‘ａsｅが　Ｔｈｅ Ａｍｅｒｉｃａｎ　＼Ｃ言及しでいる（ＴＫｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｎｏ７(ｅｌ　ａｎｄｉ£ｓＴｒａｄｉtｉｏｎ）
が，この二つの小説を比べると似た点がある，Ｔｈｅ.ヽＡｍｅｒｉｃａｎ･のChristopher Newman は物質
的に成功したアメリカ人で，パリに来ているか，アメリカ的理想主義で何でも出来ると思ってい
る．彼はパリで理想の妻を得ようとし，美貌，教養，家柄などすべて揃った未亡人Madame de
Cintr6を発見し婚約する．しかし成上り者と貴族の娘という身分の違いがあるため，女の家族の
反対にょって結婚できない．女は尼寺に入る. Newmanは反対者をやっつけることのできる秘密
の証拠を握るか，それを使わず敗北に甘んじる．
　古い文化が育ててきた階級差の前で，平等と機会均等の理想主義は，経済面では成功しても，結
婚という面では,（たとえ男女の愛は，･伶に民主主義社会においては，相互の愛が基本であるにして
も）失敗するという点と，主人公めsacrificial idealism' （犠牲的理想主義レの点において，この
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二つの小説は類似している．そしてJamesがアメリカの新興階級の理想主義をフランスの旧文化
と対立させたところを, Fitzgeraldはアメリカ国内の旧文化に1920年代の新興階級を対立させてい
る．語り手をYale大学出の若い株屋にし，主人公を禁酒時代の酒密売業者に選び，20年代のアメ
リカ社会をJamesの要求した小説家の資格をもって美事に描き出している点をEliotはJames
との比較において賞讃したのであろう．
　この小説にはEliotの詩を連想させるwaste land, 灰の谷の描写かおる．ここにはドブ河，ゴ
ミ捨場，風雨にさらされた眼科医の広告の大きな目玉, Wilsonのgasoline stand がある. Wilson
は生気のない灰色の男で，精力的な妻はTom　の妾になっている．灰の谷は荒廃した世界の象徴
で，いやなところであるか，またいやなこともここで起る.【“Terrible p】ace, isn't it ?” said
Tom, exchanging ａ frown with Doctor Eckleburg. )イヤリヤ人の腕白小僧が鉄道線路にカ
ンシ’ヤク玉も仕掛けるし，大詰めの自動車事故もここで起こる．二階に閉ぢこめられたMyrtleの
嫉妬に燃える二つの目が，広告の目玉よりも恐ろしく，Ｔｏｍと一緒にいる　JordanをDaisyと
思って見つめていて，それから数時間後の自動車事故である．
　構成か無駄なく引きしまっているのは，登場人物か少く，その相互関係がうまくまとまっている
ためでもある．語り手Nickは, DS.syとぶたいとこ，ＴｏｍとはYale大学の級友, Gatsbyと
は隣人である. JordanはDaisyと少女時代からの友だちごそれでDaisyについてはJordanと
NickとGatsbyが語る. Gatsbyについては，彼自身の語ることも，仕事仲間の語ることも，パ
ーティの客の語ることも神秘に満ちているが，同情的で真実な見方をするのはNickである.
Gatsbyに対しても. Daisyに対しても，Ｔｏｍに対しても最後まで批判的な見方をしているのは
Nickで，彼が作者の社会経験を価値評価する目になっている．
　自動車事故による劇的解決の仕組も周到である．関係する人物は純愛と愛慾をめぐって二組の夫
婦と一人の男(Gatsby － Daisy ―Tom ―Myrtle ―Wilson)がmerry-go-roundの円形をつくり，
NickとJordanと広告の目玉か見物人である. Tomがいやがらせみたいに強引にGatsbyの黄
色の豪華車を運転して行ったため，帰りにこの車が通るとMyrtleがＴｏｍだと思って必死に追い
かけてはねられ，車の中にはGatsbyとDaisyがいてDaisyが運転していた，という組立は巧
妙である．
　この小説の（映画的な）ドラそが展開される季節は夏であり，大詰の自動車事故が起るのは真夏
のうだるような暑い日である. Gatsbyが自邸の広い芝生に立って緑の灯,を見つめているのは小暗
い星空の下であり, Nickの家でDaisyに会う日は青葉に肺然と雨が降りそそぎ, Daisyがくる
とともに晴れる．自動車事故の前には霊柩車とすれちがっている. Gatsbyの葬式の日は雨のみ降
って，会葬者は，パーティの珍客Ｏｗ1･eyesただ一人である．このような周到な描写は読者に視覚
的に生き生きした場面を想像させ, Gatsbyの真夏の夜の夢は多彩に描き出されている．
　色彩が意識的に多く使ってあるが，これはHemingwayとは違って，この作家には必要な技法
でその効果は大きい．（色彩の効果といえば，クレマンの映画Ｐｌｅｉｎ Ｓｏｌｅｉｌで，ドロン扮する主人
公がヨットで友人を殺したあと，魚市場を歩く場面の魚の形と色がすばらしかったのを思い出す．
もちろん犯罪者の心の勁揺を表わす音楽の効果も大きかったが.）無邪気な世界は白，無気力な荒
廃の世界は灰色，悪趣味はピンク，落着かぬ喧燥は黄色,・ロマンチックな世界は青，美と青春の世
界は緑である.
　JamesのＴｈｅ Ｐｏｒtｒaiｔ０／ａ Ｌａｄｙの書き出しの，広い芝生で主要人物がお茶をのんでいる場
面の描写は立派だといわれているか，この小説の轡き出しの場面も立派である．海辺から家までつ
づく緑の芝生に囲まれたＴｏｍの邸のフランス窓から吹きこむ微風で白いカーテンか大きく揺れて
いる室の寝椅子に白い服を着た二人の女. DaisyとJordanが寝ている．そこへNickかたづね
て行き，Ｔｏｍも交えてカクテルを飲む. Catsbyがやがて対抗しなければならない金権階級の世
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界がまづ最初に美事に描き出されている．
　人名については, JamesがChristopher Newman とかWinterbourne (冬の小川）とかに
意味を持たせたように，この小説ではMr. Mumble (つぶやく人）とかＯｗ1･eyesとかKatspaw
( = Cat's paw)とか滑稽味を出す工夫がなされている．色々な工夫がまとまりを見せて成功してい
る点でも，この小説はアメリカ小説の発達における一代表と言える.
　GitzgeraldはＥｔｆｉａｎ Ｆｒｏｍｅの作者として著名であったEdith Wharton を訪ねた時，「あな
たの作品には体験の裏付かない．私はパリヘくるとすぐ妻と売春宿へ泊りました.」といったとこ
ろ, Whartonに「でもあなたはそこで何をしたかお話しになりませんよ」と言われたという話が
ある．Ｅtｈｎｎ Ｆｒｏｍｅはニューイングランドの農民の悲恋を扱った，均整のとれた小説であるが，
体験の裏付がないので，迫力に乏しいというか読者に訴える力が弱い．しかしWhartonの言葉を
解釈すると, Fitzgeraldも単に観察者ではないかと言うことになる．しかし彼は観察者ばかりでは
なく，身をもって体験し，その体験を劇化したのであった．
　作家には材料を自己の外に求める型と自己の内部に求める型とあるが, Fitzgeraldは二つの結
合型である．もちろん彼は自己観察を基本にして書いたが，出来上った作品は社会に対する立派な
批評になっていた．彼は自已の経験を書いて社会の客観的な現実を描き出すという稀な天分を持っ
ていたのである．
　ＴｈｅＧｒｅａｔ　Ｇａtｓhｙは　Fitzgerald　の力が集結した作品で，彼の作品のピークである．あとの
Ｔｅｎｄｅｒiｓthe　Nightはテーマは真剣であるが，時代の傾向に接せず，作者が分解下降線上にあ
り，構成も引締っていない．だが美しい文章が作者の痛ましい精神を読者に伝えてくる，Ｔｈｅ Ｌａｓt
Ｔｙｃｏｏｎは再びＴｈｅＧ７･ｅａt　Ｇａtｓbｙのように語り手（今度は女で, producerの娘Ceciliaとい
う大学生）を使い，昔に戻ったような引締った構成でＨＯＨｙｗｏｏｄのproducer　を描いているが，
残念ながら未完で終った．しかしアメリカの現実から生れた想像力によって, Gatsbyという伝説
的人物を美事に描き出したこの小説一つによってもFitzgeraldの名は長く残るであろう．
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